
「さがまち」11へのご意見・ご感想をお寄せください。
ご意見・ご感想と情報紙の入手先、お名前、住所、年齢をご記入の上、
はがきまたはEメールでお寄せください。
（郵送先）〒252-0307　相模原市南区文京2-1-1　相模女子大学内
　　　　公益社団法人相模原・町田大学地域コンソーシアム事務局あて
（E-mail）info@sagamachi.jp

事業紹介 コンソーシアムからのお知らせ

ご意 見・ご感 想

学生情報局「さがまちバンバン」放送中！
【放送時間】
月・金　　　　午後４時～
火・水・木・日　午後8時15分～
土　　　　　午後4時15分～

放送時間はコチラ http://tokyo.jcommunity.net/

相模原・大和エリア、町田・川崎エリア等で毎日放送中
J:COMチャンネル(デジタル11ch)

「さがまちコンソーシアム（正式名称：相模原・町田大学地域コンソー
シアム）」は、相模原市と町田市を生活圏とする大学、ＮＰＯ法人、企
業、行政などさまざまな主体が連携し、それぞれの特性を活かした協
働を通じて、魅力あふれる地域社会を創造することを目的に、2007年
（平成19年）6月に設立され、2010年（平成22年）4月に一般社団法人
になり、同年10月に公益認定をいただきました。

さがまちコンソーシアム加盟大学の学生が制作する地域情報番組「さ
がまちバンバン」。毎月、担当の大学がさまざまな視点で制作したオリ
ジナル番組をお送りします。ぜひご覧ください。番組のバックナンバー
はさがまちコンソーシアムのＷＥＢでご覧いただけます。

【大学等】青山学院大学・麻布大学・和泉短期大学・桜美林大学・北里大
学・國學院大學（人間開発学部）・相模女子大学・相模女子大学短期大学
部・サレジオ工業高等専門学校・女子美術大学・玉川大学・多摩美術大
学・帝京大学(薬学部)・東京家政学院大学・東京女学館大学・東京造形大
学・法政大学・山野美容芸術短期大学・和光大学
【企業等】小田急電鉄株式会社・株式会社紀伊國屋書店・株式会社さが
みはら産業創造センター・株式会社八千代銀行・株式会社横浜銀行・相
模原商工会議所・町田商工会議所
【公益法人】財団法人相模原市都市整備公社・財団法人相模原市民文化
財団
【NPO法人】NPO法人相模原エスティアート・NPO法人さがみはら市
民会議・NPO法人CCCNET
【行政】相模原市・町田市

さがまちコンソーシアムについて

加盟機関 (50音順)

「さがまち」No.11

発行月 : 2011年9月
発行所 : 公益社団法人相模原・町田大学地域コンソーシアム
URL : http://sagamachi.jp E-Mail : info@sagamachi.jp

大学と地域の連携によるまちづくり情報紙

私たちのまち さがみはら まちだ。

今まで知らなかった大学や地域の情報が盛りだくさん。

「さがまち」は大学生が企画・取材・編集しました。
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▶  
アクティブ休日プラン 石

老山ハイキング

▶  
二つの災害と二人の消防士

▶  
歩く巨人 で

いらぼっち伝説

▶  
ティッシュ一筋

▶  
さがまちぶらり電車旅 2

.玉
川学園前駅編

▶  
さがまちスクランブル

▶  
コンソーシアムからのお知らせ

Take Free
ご自由にお取り下さい
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さがまちWEB
公開中！

http://sagamachi.jp

紙面に載り切らなかった
さがまちの企画が満載！

20
11

A
ut

um
n&

W
in
te
r

公益財団法人
相模原市都市整備公社相模原市都市整備公社
公益財団法人

www.sagamiharashi - toshiseib i .comwww.sagamiharashi - toshiseib i .com
相模原市中央区富士見6-6-23
TEL /042-751-6623
相模原市中央区富士見6-6-23
TEL /042-751-6623

テニスコートや室内体育館など、さがみはらにはまだまだスポーツ施設があります。
詳しい情報は下記ホームページにて公開中
テニスコートや室内体育館など、さがみはらにはまだまだスポーツ施設があります。
詳しい情報は下記ホームページにて公開中

銀河アリーナ
相模原市中央区弥栄３-１-６
TEL/042-776-5311

【アクセス】JR淵野辺駅からバス「淵野
辺駅南口発循環（共和又は博物館廻り）」
淵野辺公園下車
【利用期間】10月20日～5月6日
【休場日】なし（大会等で一般利用でき
ない日があります）」
【利用時間】9：00～20：15
　　　　　（火・木9：00～18：00）

その他団体でのご利用などもできます。
詳しくは都市整備公社ホームページを
ご覧ください。

【使用料】
大人…800円
（回数券11回つづり8,000円）
高齢者（65歳以上）…400円
中人（19歳未満）…600円
（回数券11回つづり6,000円）
小人（4歳以上中学生以下）…400円
（回数券11回つづり4,000円）
障がい者…無料 ※介護者も含まれま
す。窓口にお申し出ください。
【貸靴料（1回）】
大人・中人…400円
小人…200円

「ちょっと行ってくる」で、
 こんなことまで。

家族と、友達と、恋人と。
さがみはらで冬を満喫しよう。



　
J
O
U
I
R
の
ス
タ
イ
リ
ス

ト
・
藤
本
達
也
さ
ん
は
、中
学
生

の
こ
ろ
に
テ
レ
ビ
で
み
た
海
外

で
活
躍
す
る
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に

つ
い
て
の
特
集
に
刺
激
を
受
け

美
容
師
に
な
っ
た
。そ
れ
と
同
時

に
、ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
が
そ
の
人
の

個
性
を
表
現
す
る
の
に
重
要
な

も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
気
づ
か

さ
れ
た
と
い
う
。そ
ん
な
藤
本
さ

ん
は
何
店
舗
か
の
美
容
院
を
経

て
、柳
泉
圭
さ
ん
と
と
も
に
お
客

様
1
人
ひ
と
り
が
納
得
の
い
く

ま
で
ス
タ
イ
リ
ン
グ
で
き
る
美

容
院
を
実
現
！
ふ
た
り
は
、単
に

フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
空
間
に
す
る
の
で
は
な
く
、

J
O
U
I
R
に
来
る
お
客
様
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
将
来
が
よ

り
良
く
な
る
よ
う
に
、そ
し
て
毎

日
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め
の
お

手
伝
い
が
し
た
い
、と
こ
れ
か
ら

の
意
気
込
み
を
語
る
。

#4 HAIR＆MAKE JOUIR
ヒーター内蔵で身体をhotにしてくれるシャンプー台、マイナスイオンが発生する壁…パリ
の美術館をモチーフにした店内は非日常的なリラックス空間を演出している。大型チェーン
店では実現が難しいスタイリストとお客様との「1対1」にこだわり、1人のスタイリストが
シャンプー、カット、カラーなどのすべての過程を担当する。その過程でお客様1人ひとりの
ライフスタイルや個性、髪のクセの悩みを見極め理解し、オンリーワンを最大限に引き出す
ことをコンセプトとしている。

夏のダメージで傷んでしまった髪には、アッ
シュやパープルでツヤ感UP!

完全一対一でお客様の「オンリーワンの魅力」を引き出すお手伝い

美容師さんに聞いた
HAIRあれこれ！

2011秋冬に流行る髪色は
パープルベージュ！

まずは自分の髪質や頭の形は気にせずに、雑
誌などの切り抜きを持ってスタイリストに
理想を伝えよう。

なりたい髪型の伝え方
雑誌の切り抜きを持参する

04 03取材・写真・記事（山根 / 若林 / 渡邉）

1位 保湿性の高いトリートメント
2位 アボガド油トリートメント

アットホームでゆっく
りと時間が流れるくつ
ろぎのスペースはとて
も居心地が良い。相模大
野にあるヘアサロンの
中で唯一ここだけで使
用されているトリート
メント配合のカラー材・
パーマ材は、ツヤが出て
髪が傷むのも防いでく
れるのでお客様に好評
だそうだ。夜には店内が
ブルーのライトに照ら
され、店内からも外から
もきれいに輝く。

■ 相模原市南区相模大野８-2-1-201
■ TEL 042-851-6356　
■ 火曜日定休
■ 9:30～20:00(cut最終締切20:00)　
■ 座席4席

カット…………………………4,200円

カラー…………………………4,000円

パーマ…………………………5,000円

トリートメント(M3-EXA)…＋2,000円

■ 相模原市南区相模大野6-17-2 イシカワビル2F
■ TEL 042-705-7286　
■ 火曜日定休
■ 11:00~20:00　
■ 座席5席

カット……………4,200円

カラー……………5,250円

パーマ……………5,250円

トリートメント…3,150円～

電話予約の際、「さがまちを見た！」で…
さがまちコンソーシアム加盟大学の学生は、在籍中はずっと２割引！
系列店の美容室もん・ぷち（中央林間）、
ルメイユールリシュ（相模原）も同様に割引！

さがまち
特　　典

電話予約の際、「さがまちを見た！」で…
全メニューが通常料金から1,000 円 off ！
　　　　　　　　　　　　※有効期限：2011年9月1日～2012年3月31日迄

さがまち
特　　典

　
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た

店
長
の
佐
々
木
良
典
さ
ん
は
、高

校
時
代
に
友
人
に
誘
わ
れ
て
興

味
を
持
っ
た
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ

で
美
容
師
に
な
り
、ス
タ
イ
リ
ス

ト
歴
は
５
年
目
だ
。得
意
な
ス
タ

イ
ル
は
ボ
ブ
で
、カ
ラ
ー
リ
ン
グ

も
評
判
が
良
い
。ス
タ
ッ
フ
は
み

ん
な
仲
良
し
で
、お
店
の
雰
囲
気

が
良
く
、お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
多
い
そ
う
だ
。

佐
々
木
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は「
楽

し
く
！
」。和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
お
店
を
目
指
し
て
い
る
。

　
ス
タ
イ
リ
ス
ト
歴
10
年
・
熊
本
か

ら
上
京
し
ロ
ン
グ
ヘ
ア
ー
を
得
意

と
す
る
、今
回
取
材
に
応
じ
て
い

た
だ
い
た
松
本
さ
ん（
右
写
真
）、

そ
し
て
シ
ョ
ー
ト
・
ミ
デ
ィ
ア
ム

を
得
意
と
す
る
ス
タ
イ
リ
ス
ト
歴

15
年
の
中
島
さ
ん
が
、M
y
t
h 

h
a
i
r
の
ス
タ
イ
リ
ス
ト
だ
。

好
き
な
女
性
に
告
白
す
る
た
め

に
、松
本
さ
ん
に
カ
ッ
ト
を
し
て

も
ら
っ
た
男
性
が
、後
日
告
白
成

功
の
報
告
を
し
て
く
れ
た
、と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
語
っ
て
く
れ

た
。ま
だ
始
め
た
ば
か
り
で
試
行

錯
誤
の
日
々
だ
が
、お
客
様
と
の

壁
を
な
く
し
気
軽
に
来
る
こ
と
が

で
き
る
美
容
院
を
目
指
し
た
い
！

と
気
合
十
分
だ
。

■ 相模原市南区相模大野３-18-3
■ TEL 042-705-4600　
■ 火曜日定休
■ 10：00-20：00
　 （最終受付カット19：30／カラー・パーマ18：30）
■ 座席7席

カット……………2,730円

カラー……………4,410円

パーマ……………4,620円

エアウェーブ……12,600円～

トリートメント…2,600円～

電話予約の際、「さがまちを見た！」で…
カット＋カラー￥6,800（シャンプー、ロング料金、指名料別　各￥520）

カット＋パーマ￥6,800（シャンプー、指名料別　各￥520）
　　　　　　　　　　　　　　　　　※有効期限：2011年9月1日～2012年3月31日迄

さがまち
特　　典

#2 Myth hair
あるのは自慢の材料と技術。ないのはお客様との壁。

AM’S HAIRに入店したなら、まずはお
店イチオシの内装に注目してほしい。白
を基調とした優しい印象の店内には、ア
ンティークでカワイイ装飾が施されて
おり、女の子なら誰もがあこがれる、お
とぎ話の中に飛び込んだような世界が
迎え入れてくれる。スタッフの方は皆明
るく、アットホームで居心地の良い美容
院だ。イチオシメニューは、ダメージが
少なく持ちが良いエアウェーブ。ふんわ
り女性らしいパーマスタイルができる。

#3 AM’S HAIR
こだわりが散りばめられたアットホームな空間

重めボブが流行し続けていたが、レイヤーが
入った軽めで丸みのある、ふんわり女の子ら
しいスタイルに移行しつつある。

2011秋冬に流行る髪型は
レイヤーふんわりパーマ！

乾燥が気になる季節には、保湿力のあるト
リートメントがオススメ。根元につけるとベ
タついてしまうので注意が必要。

おすすめヘアケア法

1位 編み込み
2位 コテを使ったウェーブスタイル
3位 裏編み込み

おすすめヘアアレンジ

初回の人には割引サービスあります！

友だち
を紹介

すると
、

紹介者
・友だ

ちとも
に

20パー
セント

off ！
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今
回
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
山
本

さ
ん
は
、幼
少
時
代
、く
せ
の
あ
る
髪
に
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
え
て
い
た
と
い
う
。

そ
ん
な
山
本
さ
ん
が
N
e
o
l
i
v
e
の

客
だ
っ
た
頃
に
出
会
っ
た
縮
毛
矯
正
が
彼

女
を
美
容
師
へ
と
導
い
た
の
で
あ
る
。「
初

め
て
か
け
た
時
の
感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
ね
」と
笑
顔
で
語
る
彼
女
に
は
、人
対
人

ゆ
え
の
苦
労
も
当
然
あ
る
よ
う
だ
が
、仕

上
が
り
を
み
て
笑
顔
で
店
を
後
に
す
る
お

客
様
を
見
る
と
き
が
最
も
や
り
が
い
を
感

じ
る
時
だ
そ
う
だ
。彼
女
が
今
後
目
指
す

の
は
、「
よ
り
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
店
い

た
だ
き
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
」だ
そ
う
だ
。

ま
た
、後
輩
へ
の
技
術
伝
達
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
話
す
。

　
N
e
o
l
i
v
e 

と
し
て
は
地
域
一
番

店
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

■ 相模原市南区相模大野 3-12-2　山田ビル 1-3F
■ 小田急線相模大野駅から徒歩１分
■ TEL 042-748-8771
■ 年中無休
■ 平日 Perm・Color 10：00 ～ 19：00  / Cut 10：00 ～ 19：30
　 土　 Perm・Color 10：00 ～ 19：30  / Cut 10：00 ～ 20：00
　 日　 Perm・Color 10：00 ～ 17：30  / Cut 10：00 ～ 18：00
　 祝日 Perm・Color 10：00 ～ 19：00  / Cut 10：00 ～ 19：30
■ 座席 12 席

SAGAMACHI

BEAUTY
In

Sagamiono

Before A!er!

#1Neolive Cava
Neoliveが重きを置くのは一にも二にも”お客様目線”で考えること。明るく清潔
な店内で迎えてくれる13名のスタッフによって作られる、堅苦しすぎず、かと
いって軽すぎもしない心地よい雰囲気が、始めて訪れるお客様をも和ませてくれ
ることだろう。また、目玉としているのはスタッフによるカウンセリング。お客様
の要望や髪質にあわせた最高の仕上がりになるよう、綿密に行われるこのカウン
セリングこそがどんなお客様のニーズにも応える秘訣なのである。他にも、次回
の来店時期の提案や、誕生日クーポンなど”お客様目線”のサービスは多岐にわた
る。技術面ではカットに定評があるのだが、それもそのはず、Neoliveのスタッフ
は皆、下積み時代から訓練を特にしっかりと積んできた者ばかりだそうだ。

Neolive Cavaさんにご協力いただき、さがまち学生
スタッフを変身させてもらいました！

○悩み
色を落ち着かせたい、痛みが激しい
○要望
前髪はまゆ下で、全体的に傷みを抑えたい
○髪質
髪の量が多め
○展望
・Cutは3～4センチ(痛んだ毛先を切る)
・重めにカット。段は入れない
・ちょっと重めに量感を整える
・色はダークブラウン(黒にかなり近い)
・トリートメントで髪を補修

悩みだった髪の痛みが目立たなくなり、落
ち着いた大人っぽい雰囲気に仕上がりまし
た♪スタッフも大満足の様子です。
あなたも、この秋、Neolive Cavaで、大変身
を遂げてみませんか!?

“お客様目線”で老若男女どんな方のニーズにも応える美容院

Neoliveでの縮毛矯正が”客”を”スタッフ”に変えたさがまちスタッフ

Neolive Cava
の皆様
ありがとう
ございました！

カット …………… 3,150円(初回：2,940円)

カラー …………… 6,300円(初回：5,250円)

パーマ …………… 6,300円(初回：4,730円)

トリートメント … 3,680円～
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相
模
湖
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
る
こ
と
約
10
分
。「
石
老

山
入
口
」の
停
留
所
で
下
車
す
る
と
、「
石
老
山
登
山

口
」の
看
板
と
大
き
な
案
内
図
が
目
に
入
る
。お
手
洗

い
は
こ
こ
で
済
ま
せ
て
お
く
の
が
お
薦
め
。案
内
図
の

す
ぐ
下
に
あ
る
赤
い
橋
を
渡
り
、舗
装
さ
れ
た
ゆ
る
い

登
り
坂
を
進
ん
で
い
く
と
、石
老
山
登
山
道
と
書
か
れ

た
案
内
板
が
あ
る
。分
岐
に
は
案
内
板
が
あ
る
た
め
分

か
り
や
す
い
。相
模
湖
病
院
と
石
老
山
表
参
道
入
口
の

標
識
が
見
え
た
ら
、い
よ
い
よ
石
老
山
ハ
イ
キ
ン
グ
ス

タ
ー
ト
！
右
手
に
あ

る
階
段
を
上
り
、相

模
湖
病
院
を
過
ぎ
る

と
、こ
こ
か
ら
山
道

に
な
っ
て
い
る
。山

に
入
る
前
に
虫
よ
け

対
策
は
し
っ
か
り
と

し
て
お
こ
う
。

　石老山に登ったあとは、ぜひ藤野やまなみ温泉に立ち寄ろう。藤野やまなみ温泉は、相
模湖近くの丘の上に立つ日帰り温泉施設だ。お風呂が充実しているうえに、3時間600円
という低価格が魅力。「森の湯」と「湖の湯」があり、造りが若干異なるため毎週木曜日に男
女入れ替えを行っている。内風呂の源泉かけ流し風呂や、緑を楽しめる開放感満点の露天
風呂が人気だ。春には桜を眺めながらのんびりと入浴できる。さらに、ゆったりくつろげ
る大広間や豊富なメニューの食堂、ボディーケアコーナーなども完備されている。

Q 

こ
の
温
泉
施
設
が
で
き
た
い
き
さ
つ
は
？

A 

平
成
9
年
に
藤
野
町
営
の
温
泉
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
が
、平
成
19
年
に
津
久
井
郡
が
相
模
原
市
に
統
合
す

る
の
を
き
っ
か
け
に
、相
模
原
市
立
の
施
設
と
な
り
、そ
の

管
理
を
民
間
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
時

に
、地
域
住
民
が
出
資
し
て
会
社
を
立
ち
上
げ
て
、指
定
管

理
者
に
応
募
し
て
受
か
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。も
と

は
中
学
校
の
跡
地
な
の
で
、地
域
住
民
に
と
っ
て
も
思
い

入
れ
の
強
い
場
所
で
す
。

Q 

地
域
に
密
着
し
た
温
泉
施
設
な
の
で
す
ね
。

A 

そ
う
で
す
ね
。現
在
は
、温
泉
を
中
心
と
し
た
散
策
路
や

ホ
タ
ル
の
見
え
る
場
所
を
、地
域
の
団
体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
整
備
し
た
り
し
て
い
ま
す
。や
ま
な
み
温
泉
が
中
心

と
な
っ
て
、さ
ら
な
る
地
域
振
興
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q 

こ
の
温
泉
の
オ
ス
ス
メ
ポ
イ
ン
ト
は
な
ん
で
す
か
？

A 

開
放
感
の
あ
る
露
天
風
呂
で
す
ね
。小
高
い
丘
に
建
っ

て
い
る
の
で
、目
隠
し
フ
ェ
ン
ス
が
特
に
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。な
の
で
、自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
入
浴
で
き
る
の
が
特

長
で
、四
季
を
と
て
も
よ
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま

た
、源
泉
を
1
0
0
％
使
用
し
て
い
て
、一
切
水
を
加
え
て

い
な
い
の
も
こ
の
温
泉
の
自
慢
で
す
。

Q 

読
者
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

A 

源
泉
1
0
0
%
な
の
で
、一
回
入
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

体
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
！

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

石
老
山

ハ
イ
キ
ン
グ

登
山
口

壱

壱

弐

参

四

伍
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さ
ら
に
山
道
を
進
ん
で
い
く
と
、い
っ
た
ん
下
り
坂

に
差
し
掛
か
る
。そ
の
先
の
木
の
階
段
を
登
る
と
、つ

い
に
石
老
山
山
頂
に
到
着
。石
老
山
は
標
高
6
9
4
・

3
ｍ
。取
材
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
だ
っ
た
が
、天

気
が
良
け
れ
ば
富
士
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。山
頂

広
場
は
広
く
な
っ
て
い
る
の
で
、お
弁
当
を
広
げ
て
ピ

ク
ニ
ッ
ク
気
分
を
味
わ
え
る
。山
頂
に
到
達
し
た
達
成

感
を
胸
に
抱
き
つ
つ
、素
晴
ら
し
い
景
色
を
眺
め
な
が

ら
食
べ
る
昼
食
は
と
て
も
お
い
し
い
！ 

ま
た
、知
ら
な

い
人
で
も
登
山
中
に
声
を
掛
け
合
う
と
、自
然
と
仲
間

意
識
が
芽
生
え
る
の
も
登
山
の
醍
醐
味
の
ひ
と
つ
。こ

の
山
頂
広
場
で
ほ
か
の
登
山
客
と
交
流
す
る
の
も
良

い
だ
ろ
う
。

山
頂

伍

　

山
頂
を
出
発
し
て
ほ
ど
な
く
す
る
と「
大
明

神
展
望
台
」と「
篠
原
」の
分
岐
点
に
さ
し
か
か

る
。取
材
班
は
大
明
神
展
望
台
方
面
に
下
山
し

た
。な
だ
ら
か
な
下
り
坂
と
急
な
坂
道
を
繰
り

返
し
な
が
ら
下
り
て
い
く
。岩
の
多
い
急
坂
で

は
、苔
の
つ
い
た
岩
も
多
い
の
で
、足
を
滑
ら

せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
よ
う
。赤
い
柵
が
目
印

の
大
明
神
展
望
台
か
ら
歩
き
進
め
る
こ
と
約

30
分
、無
事
に
下
山
完
了
！
キ
ャ
ン
プ
場
を
通

り
抜
け
、車
道
を
進
ん
で
い
く
と
、相
模
湖
リ

ゾ
ー
ト
プ
レ
ジ
ャ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
前
の
停
留

所
に
着
く
。バ
ス
に
乗
っ
て
相
模
湖
駅
に
帰
ろ

う
。ハ
イ
キ
ン
グ
お
疲
れ
様
で
し
た
…
☆

下
山

支配人の
名久井さんに
お話しを
伺いました！

六

　

山
道
に
入
る
と
間
も
な
く
、次
々
に
大
き
な
岩
が
現

れ
る
。奇
岩
の
道
と
呼
ば
れ
て
い
て
、石
老
山
に
は
数
多

く
の
奇
岩
怪
石
が
存
在
し
、す
べ
て
の
岩
に
は
名
前
が

あ
る
。例
え
ば
、試
岩
。腕
の
立
つ
武
士
が
か
つ
て
刀
で

こ
の
岩
を
試
し
切
り
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
た
め

試
岩
と
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
だ
。こ
の
よ
う
に
、そ
の
由

来
を
丁
寧
に
解
説
し
た
案
内
板
が
そ
れ
ぞ
れ
の
岩
に

あ
る
た
め
、一
つ
一
つ
の
ん
び
り
見
て
い
く
の
も
楽
し

い
。普
段
は
お
目
に
か
か
れ
な
い
よ
う
な
大
き
な
岩
が

木
立
の
中
に
い
く
つ

も
点
在
し
、自
然
の

力
強
さ
を
感
じ
ら
れ

る
。巨
岩
の
合
間
を

縫
う
よ
う
に
登
っ
て

い
く
の
は
少
々
大
変

だ
が
、良
い
運
動
に

な
る
だ
ろ
う
。

奇
岩
の
道

弐

　

鐘
つ
き
堂
が
見
え
て
き
た
ら
、顕
鏡
寺
に
到
着
！
大

自
然
の
中
に
あ
る
お
寺
だ
。こ
こ
で
登
山
の
安
全
を

祈
っ
て
い
く
の
も
良
し
。寺
門
の
前
に
は
自
動
販
売
機

が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、こ
こ
で
し
っ
か
り
と
水
分

を
取
っ
て
休
憩
し
よ
う
。境
内
に
は
樹
齢
数
百
年
の
巨

木
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。中
で
も
樹
齢
4
0
0
年
以
上

の「
蛇
木
杉
」は
太
さ
が
約
6
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、圧

巻
。さ
ら
に
山
門
の
左
側
の
石
段
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に

は
岩
窟
が
あ
る
。か
つ
て
道
志
法
師
と
源
海
法
師
が
住

居
と
し
て
い
た
そ
う

だ
。中
に
入
っ
て
み

る
と
、薄
暗
く
、ひ
ん

や
り
と
し
た
空
気
が

流
れ
て
い
る
。顕
鏡

寺
で
神
秘
的
な
空
気

に
触
れ
た
ら
山
頂
に

向
け
て
出
発
！

顕
鏡
寺

参

　

顕
鏡
寺
の
赤
い
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
石
段
を
登
る
と
、

し
ば
ら
く
は
岩
の
多
い
急
な
坂
が
続
く
。き
れ
い
な
空

気
を
た
く
さ
ん
吸
い
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
い

こ
う
。こ
こ
か
ら
先
で
も
い
く
つ
か
の
奇
岩
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
る
。八
方
岩
を
最
後
に
ゆ
る
や
か
な
登
り

坂
を
進
ん
で
い
く
と
、融
合
平
見
晴
台
に
到
着
。ひ
ら
け

た
空
間
に
な
っ
て
い
る
こ
の
見
晴
台
に
は
、ベ
ン
チ
と

テ
ー
ブ
ル
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
こ
こ
か
ら
は

相
模
湖
が
一
望
で
き
、湖
を
眺
め
な
が
ら
休
憩
で
き
る

ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
る
。顕
鏡
寺
か
ら
融

合
平
見
晴
台
ま
で
約

40
分
。山
頂
ま
で
あ
と

も
う
ひ
と
頑
張
り
！

融
合
平
見
晴
台

四
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疲れた体を癒して帰ろう 藤野やまなみ温泉

神経痛、筋肉痛、関節痛、五十肩、運動麻痺、うちみ、くじき、関節のこわばり、

慢性消化器病、痔疾、冷え性、病後回復期、疲労回復、健康管理、動脈硬化症、

きりきず、やけど、慢性皮膚病、虚弱児童、慢性婦人病

効能

アクティブ休日プラン

帰りに藤野やまなみ温泉に立ち寄る場合は篠原方面に下
山するのがおすすめ。中村橋バス停に到着し、ここからや
まなみ温泉に行くバスが出ている。しかし、土曜・休日は一
日に16時台の一本しかバスが出ていないため注意が必
要。1時間ほど歩いて温泉に向かうことも可能だ。

POINTPOINT

所要時間　約４時間
延 距 離　約８キロ
アクセス　JR 中央線高尾駅
　　　　　→(JR 中央本線 :10 分 )→相模湖駅
　　　　　→( 津久井神奈交バス :10 分 )
　　　　　→石老山入口バス停
   

INFORMATION
営業時間 10:00-21:00
　　　　 12月～3月は10:00-20:00
休 館  日  毎週水曜日
入 浴 料  大人：600円(3h)/900円(1日)
　　　　 小学生：300円(3h)/500円(1日)
　　　　 障がい者：300円(3h)/500円(1日)

自
然
豊
か
な
相
模
原
市
緑
区
に
位
置
す
る
石
老
山
。

初
心
者
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

緑
に
触
れ
な
が
ら
充
実
し
た
休
日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。



２
０
１
１
年
2
月
22
日
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
大
き
な
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。日
本
の

国
際
緊
急
援
助
隊
の
一
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た

石
原
隊
長
で
す
が
、ど
う
い
っ
た
経
緯
で
派
遣

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

　

は
い
。相
模
原
市
消
防
局
は
高
度
救
助
隊

（
発
災
当
初
）か
ら
6
名
の
隊
員
を
国
際
消
防

救
助
隊
と
し
て
登
録
し
て
お
り
、今
回
の
地
震

に
お
い
て
、相
模
原
市
は
第
一
当
番
に
あ
た
る

た
め
、登
録
隊
員
の
中
か
ら
私
と
、隊
員
の
前

村
壮
勇
の
２
名
が
選
出
さ
れ
た
か
た
ち
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

実
際
C
T
V
ビ
ル
周
辺
の
現
場
に
行
か
れ
て

瓦
礫
の
撤
去
や
人
命
救
助
活
動
に
あ
た
ら
れ

た
そ
う
で
す
が
、そ
ち
ら
の
状
況
は
ど
の
よ
う

な
感
じ
で
し
た
か
？

　

C
T
V
ビ
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
部
分
以
外
す

べ
て
崩
壊
し
て
い
て
、火
災
に
よ
り
煙
が
発
生

し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、事
前
の
情
報
で
は
１
０

０
名
以
上
が
そ
こ
の
ビ
ル
に
取
り
残
さ
れ
て
い

た
と
聞
い
て
お
り
、ま
だ
多
く
の
人
が
瓦
礫
の

下
に
い
る
状
況
で
し
た
。い
つ
も
以
上
に
困
難

な
現
場
だ
と
思
い
ま
し
た
ね
。

実
際
、海
外
派
遣
で
新
し
く
気
づ
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

　

海
外
の
救
助
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
日
本
と
の

違
い
を
感
じ
ま
し
た
ね
。特
に
受
け
入
れ
体
制

に
つ
い
て
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
海
外
チ
ー
ム

の
現
場
へ
の
割
り
振
り
が
と
て
も
シ
ス
テ
ム
化

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
り
ま
し

た
。今
後
日
本
で
も
、そ
う
い
う
受
け
入
れ
る

と
き
の
シ
ス
テ
ム
化
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
な

い
と
活
動
に
不
備
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

な
る
ほ
ど
。で
は
、派
遣
先
で
、印
象
に
残
っ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
う
で
す
ね
…
い
く
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、

特
に
印
象
に
残
っ
た
出
来
事
と
い
え
ば
、活
動

中
に
現
地
在
住
の
日
本
人
の
方
か
ら
心
温
ま

る
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
こ
と
や
現
地
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
食
料
等
の
支
援
を
い
た

だ
い
た
こ
と
で
す
か
ね
。本
来
な
ら
ば
自
分
た

ち
の
身
が
危
な
い
中
で
、日
本
の
救
助
チ
ー
ム

を
気
遣
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、す
ご
く
心

に
残
り
ま
し
た
。や
は
り
活
動
の
中
で
疲
労
が

溜
ま
っ
て
き
た
り
、ご
遺
体
を
見
つ
け
た
と
き

は
気
持
ち
が
マ
イ
ナ
ス
側
に
傾
い
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
う
い
っ
た
手
紙
な

ど
で
励
ま
さ
れ
て
、ま
た
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う

大
き
な
活
力
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
悲
惨
な
状
況

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、な
に
か
思
う
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

　

現
在
、世
界
中
で
多
種
多
様
な
災
害
が
発
生

し
て
い
て
、今
ま
で
想
像
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
の
災
害
に
対
処
す
る
た

め
、普
段
の
積
み
重
ね
が
す
ご
く
大
事
だ
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
思
い
ま
し
た
ね
。基
本
が

し
っ
か
り
で
き
て
い
な
い
と
応
用
も
で
き
な

い
。基
本
さ
え
で
き
れ
ば
ど
ん
な
災
害
で
あ
っ

　

特
別
高
度
救
助
隊（
＝
ス
ー
パ
ー
レ

ス
キ
ュ
ー
）は
通
常
の
特
別
救
助
隊
と

同
じ
活
動
の
ほ
か
特
殊
な
資
機
材
や
装

備
を
使
っ
て
、よ
り
高
度
な
救
出
を
目

指
す
部
隊
で
あ
る
。例
え
ば
、ス
ー
パ
ー

レ
ス
キ
ュ
ー
が
扱
う
資
機
材
に
つ
い
て

は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　

倒
壊
し
た
ビ
ル
の
中
に
人
が
埋
ま
っ

て
い
る
状
況
に
お
い
て
、従
来
で
は
手

探
り
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
は
が
し
た
り

し
て
い
た
の
で
途
方
も
な
い
時
間
と
労

力
を
要
し
た
が
、こ
の
人
命
探
査
装
置

は
電
磁
波
を
発
生
さ
せ
て
、そ
れ
が
跳

ね
返
っ
て
き
た
時
間
差
に
よ
っ
て
中
に

生
存
者
が
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

核（
N
u
c
l
e
a
r
）、生
物

（
B
i
o
l
o
g
i
c
a
l
）、化
学

（
C
h
e
m
i
c
a
l
）の
３
つ
の
災

害
、つ
ま
り
N
B
C
災
害
に
対
応
す
る

た
め
の
機
材
で
あ
り
、生
物
剤
検
知
器

と
化
学
剤
検
知
器
は
特
別
高
度
救
助
隊

だ
け
が
持
つ
機
材
で
あ
る
。

て
も
対
応
で
き
る
と
、う
ち
の
隊
員
に
も
常
々

言
っ
て
お
り
ま
す
。

で
は
石
原
隊
長
が
救
助
活
動
で
一
番
心
が
け

て
い
る
こ
と
、ま
た
は
座
右
の
銘
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

わ
た
し
が
心
が
け
て
い
る
の
は
、「
継
続
は
力

な
り
」で
す
。先
ほ
ど
も
話
し
ま
し
た
が
、一
つ

一
つ
の
積
み
重
ね
が
大
事
な
の
で
、そ
こ
だ
け

は
常
に
基
本
に
も
ど
り
、例
え
ば
体
力
の
向
上

や
ロ
ー
プ
結
索
な
ど
の
基
本
技
術
の
確
認
を
毎

日
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、隊
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。人
間
な

の
で
調
子
の
良
い
と
き
、ま
た
時
に
は
調
子
が

悪
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、ひ
と
つ
の
家
族
と

し
て
周
り
を
気
遣
い
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
を

い
つ
も
心
が
け
て
い
ま
す
。

最
後
に
、な
に
か
発
信
し
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
は
あ
り
ま
す
か
？

　

石
原
隊
長：や
っ
ぱ
り「
が
ん
ば
ろ
う
、日
本
。

救
い
の
手
に
国
境
な
し
。」で
す
か
ね
。ど
こ
で

ど
の
よ
う
な
大
き
な
災
害
が
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
の
で
、一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
身
を
守
る

こ
と
、国
を
問
わ
ず
世
界
中
み
ん
な
で
協
力
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
3
月
11
日
に
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。河
内
隊
長
は
仙
台

市
若
林
区
に
応
援
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
そ
う

で
す
が
、ど
う
い
っ
た
経
緯
で
派
遣
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

　

3
月
11
日
の
金
曜
日
午
後
2
時
46
分
に
地

震
が
発
生
し
た
と
き
、私
は
自
宅
に
い
ま
し

た
。相
模
原
で
は
市
内
で
震
度
5
弱
の
地
震
が

あ
る
と
、消
防
職
員
は
必
ず
署
に
集
ま
る
決
ま

り
が
あ
る
の
で
、す
ぐ
に
署
に
向
か
い
ま
し

た
。そ
の
日
に
勤
務
日
の
隊
長
が
研
修
中
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
私
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、行
く
心
構
え
は
し

て
い
ま
し
た
が
、ニ
ュ
ー
ス
も
見
て
い
な
い
、

話
も
聞
い
て
い
な
い
、被
害
が
ど
れ
ぐ
ら
い
な

の
か
と
い
う
現
状
も
知
ら
な
い
ま
ま
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。現
地
に
向
か
う
車
両
の
中
で
ラ
ジ

オ
を
つ
け
て
、壊
滅
的
だ
と
か
、
10
メ
ー
ト
ル

以
上
の
津
波
で
町
が
な
く
な
っ
た
な
ど
と
い

う
状
況
を
そ
こ
で
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

現
地
で
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
が
派
遣
さ
れ
た
所
は
田
園
地
帯

だ
っ
た
の
で
、一
面
水
田
で
、そ
の
中
に
集
落

や
家
が
点
在
し
て
い
る
よ
う
な
場
所
で
し
た
。

そ
の
中
の
水
田
や
津
波
に
よ
り
半
壊
し
た
建

物
の
中
、流
さ
れ
た
車
の
中
か
ら
津
波
の
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
々
を
収
容
す
る
と
い
う
よ
う

な
活
動
で
し
た
。

今
回
現
地
で
活
動
す
る
中
で
困
難
な
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
か
。

　

普
段
の
訓
練
と
は
異
な
り
、今
回
は
津
波
の

後
で
地
面
が
か
な
り
ぬ
か
る
ん
で
い
て
救
助

工
作
車
が
入
っ
て
い
け
な
い
状
況
で
し
た
。ま

た
、自
分
た
ち
が
荷
物
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い

く
と
、な
に
か
あ
っ
た
と
き
に
退
避
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、持
っ
て
い
け
る
も
の
は
患

者
や
ご
遺
体
を
運
ぶ
た
め
の
担
架
の
よ
う
な

も
の
だ
け
で
し
た
。そ
の
た
め
、す
べ
て
マ
ン

パ
ワ
ー
の
活
動
な
の
で
、力
だ
け
が
頼
り
で
し

た
。要
す
る
に
普
段
行
っ
て
い
る
活
動
と
異
な

り
、現
地
の
状
況
を
見
て
臨
機
応
変
に
対
応
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
困
難
で
し
た
。

活
動
の
中
で
自
身
の
危
険
を
感
じ
る
よ
う
な

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
か
。

　

余
震
が
お
き
て
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た

と
き
、私
た
ち
も
危
険
な
の
で
逃
げ
た
い
の
で

す
が
、田
園
地
帯
な
の
で
周
り
に
高
台
が
ま
っ

た
く
な
い
の
で
す
。一
番
近
い
自
然
の
高
台
が

高
速
道
路
で
、
10
メ
ー
ト
く
ら
い
の
高
さ
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、そ
こ
ま
で
は
走
っ
て
も
30

分
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
し
ま
う
距
離
で
し
た
。し

か
し
、最
初
の
地
震
が
起
き
て
か
ら
そ
の
地
区

に
津
波
が
き
た
の
は
10
分
後
だ
っ
た
ら
し
い

の
で
、逃
げ
る
間
に
津
波
が
き
て
し
ま
う
と
い

う
状
況
で
し
た
。そ
の
た
め
、私
た
ち
は
1
回

目
の
地
震
で
残
っ
た
建
物
の
2
階
に
避
難
し

て
お
り
ま
し
た
。そ
の
余
震
で
大
き
い
津
波
が

き
た
場
合
、こ
の
建
物
が
耐
え
ら
れ
る
か
ど
う

か
と
い
う
の
は
不
安
で
し
た
。私
も
部
隊
の
隊

長
で
す
の
で
、自
分
の
命
も
大
切
で
す
が
、部
下

の
命
も
守
り
た
い
。部
下
に
は「
平
気
だ
。1
回

目
の
地
震
で
こ
の
建
物
は
残
っ
た
の
だ
か
ら
、

絶
対
残
る
か
ら
、こ
こ
に
避
難
す
る
ぞ
。」と
言

い
、避
難
し
ま
し
た
。そ
れ
を
一
日
に
3
、4
回

繰
り
返
し
た
こ
と
に
危
険
を
感
じ
ま
し
た
。

現
場
で
作
業
す
る
う
え
で
情
報
の
入
手
と
い

う
面
は
ど
う
で
し
た
か
。

　

私
達
を
指
揮
し
て
い
る
神
奈
川
県
隊
か
ら

私
達
の
活
動
す
る
場
所
に
情
報
が
届
く
の
で

す
が
、そ
の
情
報
が
と
て
も
断
片
的
で
し
た
。

無
線
で
一
言「
福
島
原
発
が
水
素
爆
発
を
起
こ

し
た
。注
意
せ
よ
。」と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
で
、私
達
は
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
わ
け
で

も
な
く
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
る
わ
け
で
も
な
い

の
で
、そ
の
爆
発
し
た
こ
と
を
そ
の
よ
う
な
形

で
知
っ
た
こ
と
に
よ
り
、逆
に
不
安
に
な
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。相
模
原
は
救
助
隊

と
消
防
隊
と
支
援
者（
私
達
に
食
事
を
作
っ
て

く
だ
さ
っ
た
り
す
る
方
々
）が
現
地
に
向
か
っ

た
の
で
す
が
、そ
の
支
援
者
の
方
々
が
現
地
の

基
地
に
残
っ
て
、そ
こ
で
ワ
ン
セ
グ
の
テ
レ
ビ

な
ど
で
そ
の
情
報
を
私
達
に
送
っ
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。現
場
に
お
い
て
は
テ
レ
ビ
の
情
報

が
迅
速
さ
と
正
確
性
の
面
で
は
一
番
役
に
立

ち
、そ
の
情
報
に
よ
っ
て
対
応
を
と
っ
て
い
ま

し
た
。例
え
ば
、「
津
波
警
報
が
出
た
ら
し
い

よ
。」「
ど
こ
？
ど
こ
？
」「
N
H
K
だ
よ
。」と
い

う
よ
う
な
感
じ
で
す
。

河
内
隊
長
が
救
助
活
動
に
お
い
て
一
番
大
切

だ
と
思
う
こ
と
や
、心
が
け
て
い
る
こ
と
は
何

で
す
か
。ま
た
座
右
の
銘
が
あ
り
ま
し
た
ら
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
の
座
右
の
銘
は「
捨
て
る
神
あ
れ
ば
、拾

う
神
あ
り
」で
す
。一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る

の
に
、誰
も
見
て
く
れ
な
い
と
思
っ
て
も
必
ず

誰
か
が
見
て
い
る
。頑
張
れ
ば
必
ず
報
わ
れ
る

と
い
う
意
味
で
こ
の
言
葉
が
好
き
で
す
。ま

た
、私
達
は
多
種
多
様
な
災
害
を
相
手
に
活
動

し
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、十
年
、百
年
に
一
度
か

も
し
れ
な
い
よ
う
な
災
害
が
起
き
る
可
能
性

に
向
か
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
想
像
力
を
働
か
せ

て
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。「
こ
ん
な
災
害
な
い

よ
。も
っ
と
現
実
的
な
仕
事
を
し
よ
う
よ
。」と

い
う
考
え
方
を
し
て
し
ま
う
と
私
達
の
仕
事

は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。も
し
も
そ

の
よ
う
な
災
害
が
起
き
た
と
き
は
私
達
し
か

救
助
す
る
人
間
が
い
な
い
と
考
え
、強
い
信
念

を
持
っ
て
日
々
努
力
す
る
、そ
れ
が
座
右
の
銘

で
す
。

河内一郎特別高度救助隊1部隊長

2011年3月11日東北地方太平洋沖地震 派遣

石原英朗特別高度救助隊2部隊長

2011年2月22日ニュージーランド大震災 派遣
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ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
そ
の

名
前
は
あ
ふ
れ
て
お
り
、こ
の
こ
と
か
ら
も「
デ
イ
ダ
ラ

ボ
ッ
チ
」と
い
う
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
は
今
も
多
く
の
人

に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

で
い
ら
ぼ
っ
ち
伝
説
を
調
査
す
る
に
あ
た
り
、そ
も

そ
も
伝
説
と
い
う
も
の
を
私
た
ち
現
代
人
は
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
れ
ば
よ
い
の
か
。当
然
、今
の
現
代
人
か
ら
す

れ
ば
巨
人
と
い
う
も
の
が
存
在
し
、そ
れ
が
富
士
山
を

運
ん
だ
り
、池
や
山
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と
は
到
底
信

じ
ら
れ
な
い
話
で
あ
る
。昔
の
人
は
た
た
ら
場
の
け
む

り
が
立
ち
昇
る
姿
が
巨
人
に
見
え
た
の
か
も
し
れ
な

い
。科
学
が
進
歩
し
て
い
な
い
時
代
に
は
今
よ
り
人
間

の
未
知
の
領
域
が
広
く
、そ
の
分
そ
れ
を
空
想
な
ど
で

補
う
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。そ
の
よ
う
に
、神

や
巨
人
を「
い
な
い
」と
証
明
で
き
な
い
環
境
が
、そ
の

よ
う
な
存
在
を
心
か
ら
信
じ
る
土
壌
を
育
ん
だ
の
で
あ

る
。科
学
は
日
に
日
に
進
歩
し
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
科

学
で
証
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。し
か
し
、　

人
間
の

未
知
は
ま
だ
ま
だ
広
く
、見
え
な
い
か
ら
こ
そ
信
じ
ら

れ
る
も
の
が
あ
る
。私
た
ち
も
現
代
の
世
界
に
未
知
の

可
能
性
を
感
じ
て
い
た
い
。

「
だ
だ
ぼ
う
」な
ど
そ
の
土
地
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。こ
の
よ
う
に
幅
広
い
地
域
で
名
前
を
変
え
て
親
し

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、で
い
ら
ぼ
っ
ち
伝
説
は
日
本

人
の
共
有
財
産
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

か
つ
て
昔
の
人
は
大
地
や
自
然
な
ど
の
創
造
を
人
の

力
を
超
え
た
神
々
の
な
せ
る
業
だ
と
考
え
て
い
た
。そ

の
た
め
、で
い
ら
ぼ
っ
ち
も
国
造
り
の
神
と
考
え
ら
れ

て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
だ
け
全
国
あ
ち
こ
ち

に
こ
の
伝
説
が
広
ま
っ
た
の
も
日
本
に
は
八
百
万
の
神

を
信
じ
る
自
然
信
仰
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

現
在
、で
い
ら
ぼ
っ
ち
伝
説
は
ど
の
よ
う
に
私
た
ち

の
生
活
に
関
わ
り
、ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。ま
ず
伝
説
は
地
名
の
由
来
に
な
る
こ
と

が
多
い
。先
に
挙
げ
た
代
田
橋
の
あ
る
代
田
も
高
ボ
ッ

チ
高
原
も
だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
が
由
来
に
な
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。伝
説
に
は
地
形
や
地
名
を
理
解
す
る

た
め
に
こ
の
よ
う
な
伝
説
と
関
連
づ
け
て
考
え
る
こ
と

で
そ
の
地
域
の
文
化
的
背
景
や
歴
史
的
背
景
な
ど
を
詳

し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
役
割
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

ま
た
で
い
ら
ぼ
っ
ち
を
扱
っ
た
作
品
も
数
多
く
存
在

す
る
。例
え
ば
、ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
制
作
の
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン「
も
の
の
け
姫
」は
国
民
的
に
有
名
な
作
品
で
あ

る
が
、そ
の
中
で
シ
シ
神
の
夜
の
姿
と
し
て
、「
デ
イ
ダ

ラ
ボ
ッ
チ
」が
登
場
す
る
。こ
の
作
品
は
今
よ
り
も
ず
っ

と
自
然
に
囲
ま
れ
、自
然
と
共
存
し
て
い
た
人
間
が
見

る
神
々
の
偉
大
さ
や
巨
大
さ
、壮
大
さ
を
世
界
観
か
ら

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
で
あ
る
。そ
の
他
に
も「
デ

イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
」と
い
う
名
前
は
今
も
多
く
の
人
に
知

ら
れ
て
お
り
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
や
店
の
名
前
な

　

こ
の
伝
説
を
現
代
の
私
た
ち
が
知
る
お
お
も
と
の
手

が
か
り
と
な
る
の
が
、明
治
時
代
の
初
め
に
座
間
美
都

冶
氏
が
ま
と
め
た「
相
模
原
民
話
伝
説
集
」で
あ
る
。座

間
美
都
冶
氏
は
相
模
原
市
下
溝
に
住
ん
で
い
た
民
俗
学

者
で
あ
り
、地
元
の
住
民
た
ち
か
ら
相
模
原
に
伝
わ
る

伝
説
や
民
話
を
聞
き
、こ
の
本
を
ま
と
め
上
げ
た
。つ
ま

り
、江
戸
時
代
後
半
ま
た
は
明
治
時
代
前
期
ご
ろ
ま
で

は
こ
の
で
い
ら
ぼ
っ
ち
伝
説
も
村
々
に
語
り
継
が
れ
て

き
た
伝
説
な
の
で
あ
る
。

　

実
は「
で
い
ら
ぼ
っ
ち
」の
伝
説
は
、こ
の
相
模
原
以

外
に
も
全
国
各
地
に
存
在
す
る
。柳
田
國
男
氏
も
全
国

各
地
の
足
跡
や
史
跡
を
訪
ね
て
こ
の
伝
説
に
つ
い
て
考

察
を
し
て
い
る
。東
京
の
代
田
に
あ
る
代
田
橋
は「
ダ
イ

ダ
ラ
ボ
ッ
チ
」が
架
け
た
も
の
と
言
わ
れ
、東
京
都
武
蔵

村
山
市
の
野
山
公
園
に
あ
る「
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
」の
井

戸
や
長
野
県
塩
尻
市
に
あ
る「
高
ボ
ッ
チ
高
原
」な
ど
、

で
い
ら
ぼ
っ
ち
が
由
来
と
な
っ
て
い
る
土
地
や
旧
跡
は

全
国
各
地
に
あ
る
。で
い
ら
ぼ
っ
ち
の
呼
び
方
も「
デ
イ

ダ
ラ
ボ
ッ
チ
」、「
だ
い
だ
ら
坊
」、「
で
い
ら
ん
ぼ
う
」、

　

日
本
の
民
俗
学
の
創
始
者
と
さ
れ
る
民
族
学
者
の
柳

田
國
男
氏
は
、昭
和
２
年
４
月『
一
つ
目
小
僧
そ
の
他
』

の
中
で
、「
で
い
ら
ぼ
っ
ち
」の
跡
地
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
る
。そ
れ
に
よ
る
と
、大
昔
、「
で
い
ら
ぼ
っ
ち
」が

富
士
山
を
背
負
っ
て
踏
ん
張
っ
て
で
き
た
と
い
う
足
跡

の
窪
み
が
相
模
原
に
二
カ
所
あ
る
と
い
う
。ひ
と
つ
は
、

今
の
J
R
横
浜
線
か
ら
も
見
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
鹿
沼

と
い
う
窪
地
。も
う
ひ
と
つ
が
、そ
こ
か
ら
さ
ら
に
東
に

い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
菖
蒲
沼
で
あ
る
。

　

そ
の
で
い
ら
ぼ
っ
ち
伝
説
の
舞
台
と
な
っ
た
足
跡

の
一
つ
が
現
在
J
R
横
浜
線
淵
野
辺
駅
近
く
の
鹿
沼

公
園
の
中
の
鹿
沼
で
あ
る
。現
在
、鹿
沼
公
園
は
亀
、鯉

な
ど
が
泳
ぐ
た
め
池
と
な
っ
て
お
り
、公
園
内
を
散
歩

し
て
い
る
人
や
昼
寝
を
し
て
い
る
人
な
ど
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
た
。そ
の
片
隅
で
、は
る
か
昔
の
巨
人
伝

説
の
存
在
を
示
す
も
の
と
し
て
古
び
た
看
板
が
残
っ

て
い
る
。

๙
ತ
ɂ
ɉ
ݝ
ȥ
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この大きな沼が
「でいらぼっち」の足跡といわれている。

沼の近くに記念碑があり、
でいらぼっち伝説について記述されていた。

む
か
し　

む
か
し
、
で
い
ら
ぼ
っ
ち
と　

い
う　

お
お
お
と
こ
が　

い
ま
し
た
。

で
い
ら
ぼ
っ
ち
は
、
あ
た
ま
が　

く
も
の　

う
え
に　

で
る　

ほ
ど
の　

お
お
き
さ
で
、

た
い
そ
う
な　

ち
か
ら
も
ち
。　

で
も
、
き
も
ち
は　

や
さ
し
い　

お
お
お
と
こ
で
し
た
。

あ
る　

ひ
、
と
お
く
ま
で　

み
え
る　

め
で
、
ひ
が
し
の　

へ
い
や
を　

み
わ
た
し
て　

い
た　

で
い
ら
ぼ
っ
ち
は
、
ぽ
ん
と　

て
を　

う
ち
ま
し
た
。

「
む
こ
う
に
は　

お
お
き
な　

や
ま
が　

す
く
な
い
な
。

富
士
山
を　

ひ
が
し
へ　

も
っ
て　

い
っ
た
ら
、
よ
け
い
に　

い
い　

け
し
き
に　

な
る
だ
ろ
う
。

ひ
と
つ
、
ひ
っ
こ
し
を　

さ
せ
る
か
な
。」

で
い
ら
ぼ
っ
ち
は　

富
士
山
を
、「
や
っ
こ
ら
し
ょ
。」と
、
せ
な
か
に　

し
ょ
っ
て
、

ひ
が
し
へ
と　

た
び
だ
ち
ま
し
た
。

そ
の　

こ
ろ　

富
士
山
は
、
ず
っ
と　

に
し
に　

あ
っ
た
の
で
す
。

「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
。」　

富
士
山
を　

し
ょ
っ
て
、
相
模
野
の　

ち
か
く
ま
で　

く
る
と
、

さ
す
が
の　

で
い
ら
ぼ
っ
ち
も　

あ
し
が　

ふ
ら
ふ
ら
に　

な
り
ま
し
た
。

「
あ
あ
、
な
ん
て　

お
も
い
ん
だ
。
ど
う
れ
、
こ
こ
ら
で　

ひ
と
や
す
み
。」

大
山
へ　

ど
っ
か
り
と　

こ
し
を　

か
け
ま
し
た
。
て
ぬ
ぐ
い
で　

ひ
た
い
の　

あ
せ
を　

ふ
き
、

相
模
川
の　

み
ず
を　

す
く
っ
て　

の
み
ま
し
た
。

「
お
お
、
う
ま
い
！
」

「
も
う　

ひ
と
い
き
だ
ぞ
。」　

た
ち
あ
が
ろ
う
と　

す
る
と
、
ど
う
し
た
の
で
し
ょ
う
！　

富
士
山
は　

お
ろ
し
た　

と
こ
ろ
に　

ね
が　

は
え
て　

う
ご
き
ま
せ
ん
。

「
こ
り
ゃ　

こ
ま
っ
た
。
つ
な
は　

な
い
か
な
？
」

で
い
ら
ぼ
っ
ち
は　

ふ
じ
づ
る
を　

さ
が
し
て
、
の
は
ら
を　

か
け
ま
わ
り
ま
し
た
が
、

ふ
じ
つ
る
は　

み
つ
か
り
ま
せ
ん
。

「
け
し
か
ら
ん
。
こ
の　

は
ら
に
は　

ふ
じ
づ
る
が　

は
え
ん　

よ
う
に　

し
て　

や
る
ぞ
！
」

で
い
ら
ぼ
っ
ち
は
、
あ
し
を　

ば
た
つ
か
せ
て　

く
や
し
が
り
ま
し
た
。

富
士
山
は　

そ
れ
っ
き
り
、
お
か
れ
た　

と
こ
ろ
に　

ね
を　

は
や
し
て　

し
ま
い
ま
し
た
。

で
い
ら
ぼ
っ
ち
が　

た
ち
あ
が
る　

と
き
、
あ
し
を　

め
り
こ
ま
せ
た　

と
こ
ろ
が
、

鹿
沼
と　

菖
蒲
沼
に　

な
り
ま
し
た
。　
　

お
わ
り

（
出
典
本「
さ
が
み
は
ら
の
ふ
る
さ
と
絵
本
」相
模
原
市
教
育
委
員
会
発
行　

文　

や
ま
ぬ
し　

と
し
こ
）

歩く巨人
でいらぼっち
伝説
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テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
中
で
も
、毎
日
当
た
り
前
の
よ
う
に

駅
前
で
見
か
け
る
の
は
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
あ

る
。当
た
り
前
に
配
ら
れ
る
無
料
商
品
と
し
て
の
地
位

を
確
立
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、実
は
こ
れ
、日

本
だ
け
で
の
地
位
な
の
だ
。ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は

も
と
も
と
、広
告
媒
体
の
一
種
と
し
て
日
本
で
開
発
さ

れ
た
。つ
ま
り
は
、〞日
本
製
の「
タ
ダ
」で
配
る
た
め
の

広
告
媒
体
〞だ
。

　
そ
も
そ
も
、な
ぜ
無
料
配
布
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
が
作
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。少
し
歴
史
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
み
よ
う
。1
9
6
0
年
代
、当
時
は
マ
ッ
チ
が
主

な
無
料
配
布
広
告
媒
体
で
あ
っ
た
が
、家
電
製
品
の
進

化
に
伴
い
マ
ッ
チ
の
需
要
は
衰
退
の
一
途
を
辿
る
。そ

こ
で
、マ
ッ
チ
に
代
わ
る
広
告
媒
体
と
し
て
出
現
し
た

の
が
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
だ
。そ
の
後
、ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
主
に
銀
行
の
景
品
と
し
て
の
役
回
り

を
果
た
し
、1
9
8
5
年
に
当
時
消
費
者
金
融
の
最
大

手
で
あ
っ
た
武
富
士
に
よ
っ
て
街
頭
で
配
布
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

　
そ
ん
な
歴
史
を
持
つ
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
だ
が
、

気
に
な
る
の
は
そ
の
広
告
効
果
だ
。消
費
者
金
融
の
調

査
に
よ
れ
ば
、テ
レ
ビ
、看
板
に
次
ぎ
、約
5
割
の
人
が

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
情
報
を
得
る
と
い
う
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
1
個
当
た
り
4
〜
8
円
程
度
の
コ
ス
ト

に
対
し
、1
0
0
0
人
に
1
人
は
来
店
す
る
と
い
う
見

解
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
し
か
し
、不
況
で
企
業
が
広
告
費
を
削
っ
て
い
る
影

響
か
ら
か
、6
〜
7
年
前
は
年
間
30
億
個
ほ
ど
生
産
さ

れ
て
い
た
も
の
が
現
在
約
10
億
個
強
と
な
っ
て
い
る
。

不
況
の
波
は
こ
こ
ま
で
伝
染
し
て
い
る
の
だ
。

確
か
に
、不
況
で
広
告
費
に
見
合
う
だ
け
の
利
益
を
生

み
出
せ
る
か
ど
う
か
微
妙
な
と
こ
ろ
だ
。し
か
し
、相

模
原
・
町
田
地
域
で
は
今
日
も
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
配
ら
れ

続
け
て
い
る
。毎
日
の
よ
う
に
駅
に
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配

り
の
人
が
い
る
。通
り
か
か
れ
ば
、テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
も

ら
え
る
。多
少
う
ざ
っ
た
く
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
？

だ
が
こ
れ
も
、日
本
の
文
化
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

（
参
考
：『
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』 

2
0
1
0
／
0
3
／
1
3
、

『
朝
日
新
聞
社 

聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
』 

2
0
0
0
／
0
9
／
0
5
）

　
ま
ず
、テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
一
体
い
く
つ
も
ら
え
る
の
か
？
と
い

う
根
本
的
な
問
い
を
解
決
す
る
た
め
、相
模
原
・
町
田
地
域
に

あ
る
主
要
な
4
駅
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、調
査
を
行
っ
た
。調

査
期
間
は
10
日
間
。町
田
駅
周
辺（
小
田
急
駅
前
〜
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
・
マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ
・
1
0
9
〜
J
R
駅
前
）、相
模
大
野

駅（
北
口
）、淵
野
辺
駅（
北
口
、南
口
）、橋
本
駅（
J
R
北
口
）で

調
査
員
が
電
車
で
通
学
す
る
際
に
さ
り
げ
な
く
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
も
ら
い
、各
駅
ご
と
に
も
ら
っ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
個
数
を
計

算
す
る
と
い
う
調
査
を
行
な
っ
た
。

　
調
査
の
結
果
、町
田
駅
周
辺
13
個
、相
模
大
野
駅
10
個
、淵
野

辺
駅
4
個
、橋
本
駅
2
個
で
、町
田
が
一
番
も
ら
え
る
個
数
が

多
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。調
査
す
べ
き
範
囲
も
一
番
広

か
っ
た
こ
と
か
ら
、町
田
に
出
現
す
る
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
の
人

数
も
一
番
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。町
田
の
13
個
は
、調
査
員
の

期
待
を
裏
切
ら
な
い
納
得
の
結
果
で
あ
っ
た
。

日本人のティッシュの1人あたりの年間消費量は約
3.8kgで、世界トップレベルだ。箱ティッシュにすると
16箱、ポケットティッシュにすると190個にもなる。日
本人は他の国に比べ、ティッシュ代に多くのお金を費や
しているらしい。そんなティッシュ大国日本でティッ
シュ代を少しでも節約したい・・・という人は、ティッ
シュ配りに積極的に手を差し出してみてはどうだろう。
今回の調査の結果に基づき計算したところ、190個もら
うには町田に146日通えばよいということがわかった。
つまり、146日手を差し出せば年間のティッシュ代は浮
くのである。明日から146日、試してみてはいかが？

駅前にはびこるティッシュ配りの人々。それを颯爽と無視する
私たち。それは今や、当たり前の光景となっている。しかしたま
には、その当たり前を見直してみてはどうだろう。ティッシュは
一体いくつもらえるのか？ティッシュは鼻をかむ以外に使い道
はないのか？もらい続けたらどうなるのか？今回の「さがまち」
では相模原・町田地域に根付くティッシュ配りをいろんな視点
から捉え、調査等を行うことにより、ティッシュの新たな境地を
生み出せないかどうか検証してみた。
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どこの駅で
イチバンもらえるのか！？

真面目に考察、てぃっしゅまにあ。

146日で
ティッシュ代を浮かそう。

駅前を歩いていると、声をかけられ、ティッシュが目の前に差し出される。その
ティッシュは時には無視され、時には誰かのカバンの中にするりと入りこむ。果
たして相模原・町田地域の人たちはそのどちらなのだろう。ティッシュをもらう
のだろうか？もらわないのだろうか？今回は、その疑問を解決するためアン
ケートを試みた。まず、ティッシュをもらうかもらわないかということ。次に、駅
前でもらえるティッシュとは別にポケットティッシュ
を買うかどうかということ。この二つの質問に相模原・
町田地域に通う大学生100人に答えてもらった。結果は
ご覧のとおり。一つ目の質問については、たまにもらう
人も含め97％の人がティッシュをもらっているという
結果になった。しつこい、迷惑、邪魔などティッシュ配り
についてマイナスな意見も多く聞かれるなか、実際はほ
とんどの人がティッシュをもらっているということが
わかる。二つ目の質問については、買わない人が3人に2
人いるという結果になった。推測するに、ほとんどの人
のカバンの中には駅前で配られたティッシュが入って
おり、その中の半数以上がポケットティッシュに一銭も
かけずにいる。このアンケートからわかったのは、マイ
ナスな意見も立ち消えになるほど、ティッシュ配りの威
力は強いということだ。

真面目にアンケートをとってみた。
配られてるティッシュもらう？ ポケットティッシュ買う？

町田・相模大野・
淵野辺・橋本

Machida

Sagamiono

Fuchinobe

Hashimoto

13
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4
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2cm
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タワーを
作ってみる。

神経衰弱を
やってみる。
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もらう
22％

たまにもらう
75％

絶対
もらわない
3％

絶対
もらわない
3％

もらう
22％

よく買う
6％

たまに買う
31％

買わない
63％

よく買う
6％

たまに買う
31％

買わない
63％たまにもらう

75％


